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令和３年度決算報告
　一般会計の決算額は、歳入が223億2,277万円、歳出が217億3,719万円です。この結果、5億8,558万円の黒字となり、
繰越事業に伴い翌年度へ繰り越すべき財源1億2,850万円を差し引いた実質収支は4億5,708万円の黒字となりました。
　歳入面では、特別定額給付金給付事業に伴う国庫支出金が減少した一方で、ふるさと応援寄付金や有和中学校建設事
業などの普通建設事業に伴う市債などが増加したことにより、歳入全体では前年度と比較して11億1,856万円（5.3％）
増加しました。
　歳出面では、特別定額給付金の減により補助費等が減少した一方で、子育て世帯や非課税世帯への臨時特別給付金な
どの扶助費や、有和中学校建設事業などの普通建設事業費が増加したことにより、歳出全体では前年度と比較して9億
9,148万円（4.8％）増加しました。
　健全化判断比率は、実質公債費比率が7.4％ですが、早期健全化基準の25.0％を下回っており、将来負担比率は、令
和３年度も発生していません。
　また、公営企業の資金不足比率についても、対象となる各会計で資金不足は生じていません。

（注）赤字や資金不足がない場合「―」と表示。（　）内は令和
　　 ２年度数値との増減。
※早期健全化基準や経営健全化基準を超えると、健全化計画の策
　定が義務づけられ、財政再生基準を超えると、財政再生団体と
　して国の関与を受けて財政の再建に取り組むことになります。

決算額を家計に置き換えると・・・
（市民１人あたりの決算額) 26,562人(R4.3月末現在）
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２３．７億円 ８．９万円

借金と貯金
市 債 （ 借 金 ） 残 高

財 政 調 整 基 金（ 貯 金 ）残 高
（　　前　　年　　度　　）

（　　前　　年　　度　　）

家計では 令和３年度
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漁 業 集 落 排 水 事 業

会　計　区　分

一　　　般　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険

初 島 財 産 区

企
業
会
計

上水道事業

病 院 事 業
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　健全化判断比率
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排水事業

－
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826,934

43,866

34,638

290,875

32,467

58,558

18,342

171

4

20,374

1,069

39,960

6,888

△ 21,616

54,493
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■「
地
域
災
害
拠
点
病
院
」
と
し
て

　
災
害
時
に
備
え
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
10
月
１
日
（
土
）、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
た
政
府
主
催
の
「
大
規
模
地
震
時
医
療
活

動
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、
市
立
病
院
も
地
域
災

害
拠
点
病
院
と
し
て
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
有
田
圏
域
に
お
け
る
災
害
医
療

支
援
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
指
揮
所
を
院
内

に
設
置
し
、全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
６

チ
ー
ム
）
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
圏
域
内
で
多

く
の
被
災
者
が
出
る
こ
と
を
想
定
し
た
院
内
活

動
訓
練
を
政
府
訓
練
と
連
携
し
て
行
い
ま
し
た
。

▼
地
域
災
害
拠
点
病
院
と
は…

　
都
道
府
県
に
よ
り
指
定

さ
れ
た
災
害
時
に
医
療
活

動
を
行
う
病
院
で
あ
り
、

地
震
発
災
時
に
お
い
て
、

速
や
か
に
医
療
機
能
を
復

帰
・
維
持
し
、
傷
病
者
等

の
受
け
入
れ
が
で
き
る
体

制
を
整
え
、
医
療
活
動
を

実
施
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

▼
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は…

　
災
害
急
性
期
に
活
動
で

き
る
機
動
性
を
持
っ
た
専

門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で
、

医
師
・
看
護
師
・
業
務
調

整
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。市
立
病
院
は
、２
チ
ー

ム
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

※

政
府
訓
練
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
和

歌
山
県
を
想
定
被
災
エ
リ
ア
と
し
た
訓
練
実

施
は
４
年
ぶ
り
で
し
た
。
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■育てよう　一人ひとりの人権意識

人権を考える強調月間　11月11日～12月10日

同和運動推進月間　　11月１日～11月30日

　和歌山県では、部落差別の解消をより一層推進す

るため、「部落差別の解消の推進に関する条例」に

則り、教育・啓発、相談対応や、インターネット上

の差別投稿をプロバイダに削除要請するなどの取

組を行っています。

　県民の皆さんには、部落差別は決して許されない

行為であり、過去の問題ではなく現実の課題として

残されていることをご認識いただき、部落差別解消

に向けご協力をお願いします。

■同和問題（部落差別）の相談窓口

　　（公財）和歌山県人権啓発センター

　　℡ 073-421-7830　FAX 073-435-5421

　　県人権政策課　℡073-441-2561

■「女性の人権ホットライン」強化月間
期間　11月18日（金）～24日（木）
時間　８時30分～19時（土日祝は10時～17時）
内容　夫・パートナーからの暴力やストーカー、
　セクハラなどの女性をめぐる人権の何でも相談。
※相談は無料で、秘密は厳守されます。
℡ 0570-070-810（全国共通ナビダイヤル）
　　和歌山県人権擁護委員連合会　℡ 073-422-5131

■「女性に対する暴力をなくす運動」
期間　11月12日（土）～25日（金）　
　期間中、全国でパープルライトアップを実施して
います。市民会館も紫色にライトアップされます。
　同意なく強要された性的な行為は、性暴力です。
　迷わずに下記まで相談ください。

内閣府性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター

はやくワンストップ

警察庁性犯罪被害相談電話

＃８８９１

＃８１０３
ハ ー ト さ ん

電話で
相談

内閣府性暴力に関するSNS相談
「Cure time(キュアタイム)」SNSで

相談

問

問


